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熱帯性のゴバンノアシの漂着 

 2004年 8月 18日、小学生 3年

生から 6年生まで 22人が参加し

て、白浜町の番所崎で町立児童館

自然観察教室があった。2003年に

はハンドウイルカの全身骨格を子

供たちが発見しており、今年も何

か新しい発見があるのではと期待

を込めてフィールドへ出かけた。

円月島の前の浜で、珍しいゴバン

ノアシの果実が１個見つかった。

ゴバンノアシは、１年に何度も漂

着することのない南国からの贈り

物である。今年の観察会もこれら

が見つけられたのでラッキーだっ

た。（写真：2013年 3月中旬、京

都大学瀬戸臨海実験所北浜に漂着

したゴバンノアシ） 

 また、沖縄などでみられるモモタマナの実も１個見つかった。モモタマナは、沖縄では樹木によく育

っているが、ゴバンノアシは日本には自生しないサガリバナ科の樹木で、東南アジアや環太平洋の島々

の海岸に生えて林になっている。実際にその現場を見たことはないが、木の高さ 15m、直径 1.2mに達

するという。果実の形態変異は大きいが、和名の通り、碁盤の脚に似ている。 

ゴバンノアシは日本では育たない 

 ゴバンノアシの果実は、筆者らの調査では 1996年～1999年の間に北浜へ漂着したのはわずかに 6個

だけだ。幅 68～122mm、高さ 45～90mmと、縦長から横長まで色々な形があった。色も茶褐色から灰

黒色まで変異する。 
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 ゴバンノアシの外皮の下は、繊維質とコルク質が発達しているので、海水によく浮く構造なのである。

本州の太平洋沿岸では、黒潮が遠ざかってゆく千葉県まで流れ着いた記録がある。また、和歌山県では

串本町で漂着した記録が報告されている。北浜や番所崎にたどりつくまで、はるか何千 kmも旅をして、

どこかの浜辺に立ち寄ったり、再び黒潮に乗って沖合を流れたりしながら、はるばる白浜までやってき

ている。ひょっとしたら、赤道に沿って流れる海流がもっと大元なのかもしれない。ごく最近、フィリ

ピンのミンナダオ島へ生物調査に出かけたが、そこでもヤシの実といっしょに多数のゴバンノアシが流

れ着いていた。名も知らぬ遠き島より日本に流れ寄るゴバンノアシひとつに、限りなくロマンチックな

物語が込められている。 

無効分散 

 だが、現実は厳しい。せっかく日本に流れ流れてやってきても育たないのだ。たとえ芽を出しても、

冬の寒さで日本では 1年もたたないうちに枯れてしまうだろう。海中や海岸の生物は、このように、子

孫をできるだけあちこちに広げようと海流を活用した努力を絶え間なく実施しているのだが、無駄にな

ることも多い。これを無効分散という。 

 ごく最近、2013 年 3月中旬と下旬に、1個ずつのゴバンノアシが漂着した。1個はコルク質むきだし

で、皮がすっかりとれていたもので、海流に流れ流されながら、どっかへそっかへ漂着を繰り返しての

到来だろう。昨今の地球温暖化とはいえ、まだ白浜は熱帯にはなっていないので、せっかくやってきて

も無駄死にとなってしまう宿命である。中に実はたしかにまだはいっていて、しっかりと守られている

ので生きていると思われる。 

 

 

6．事務局便り 

●「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思われる方は、事務局

までご連絡ください。 

 このメールマガジンの配信を希望する方がありましたらアドレスをお知らせください。 

 このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでいただくため

に転送をお願いします。ただし、写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡ください。 

 企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

 本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催をお手伝い

できる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ご一緒に講演会や観察会を

したいと思われる団体からも提案をお受けします。 

 本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ口座「ゆうちょ銀行 口座番号：１０６１０－

６６７３０２１ 海の生き物を守る会」へお送りください。なお、送金される場合は、送金の内容

について事務局にお知らせ下さい。 


